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・
コ
ミ
の
集
収
処
理
に
つ
い
て
は
何
か
と
不
便
を
か
け
て
お
り
《

ま
し
た
が
、
今
年
の
四
月
一
日
か
ら
二
人
の
業
者
（
戸
沢
小
次
錘

郎
氏
、
佐
藤
乙
三
氏
）
を
指
名
し
、
・
コ
ミ
集
収
を
委
託
し
て
お
》

り
ま
す
。

花
貫
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
り
ゴ
ミ
処
理
は
能
率
化
ざ
拠

れ
、
処
理
方
法
も
近
代
化
さ
れ
ま
し
た
の
で
承
な
さ
ん
の
ご
協
晒

力
を
い
た
だ
き
明
る
い
住
象
よ
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
》

た
い
と
考
え
ま
す
、
そ
こ
で
＠
・
コ
ミ
集
収
の
方
法
＠
巡
回
日
程
》

、
手
数
料
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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各家庭を巡廻するゴ ミ集収車

◎
集
収
の
方
法

一
、
委
託
業
者
の
使
用
車
に
は

「
高
萩
市
及
十
王
町
衞
生
組

合
」
と
記
入
し
た
車
が
、
マ

イ
ク
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
な
ら

し
て
何
い
ま
す
。

二
、
毎
週
一
回
伺
い
ま
す
。

三
、
申
込
み
、
ま
た
は
と
り
や

め
の
と
き
は
、
衛
生
組
合
ま

た
は
業
者
に
連
絡
し
て
下
さ

い
。

四
、
料
金
の
徴
収
は
毎
月
委
託

業
者
が
伺
い
ま
す
。

◎
ゴ
ミ
の
保
管
や

処
理
は

◎
巡
回
曜
日
と
担
当

業
者

一
、
各
家
庭
で
は
、
ポ
リ
バ
ヶ

ッ
、
ボ
ー
ル
箱
、
紙
袋
、
ポ

リ
袋
そ
の
他
衞
生
上
適
当
な

蓋
付
き
の
容
器
に
入
れ
て
巡

回
日
に
は
、
家
の
前
、
道
路

わ
き
等
の
集
収
や
す
い
と
こ

に
お
い
て
下
さ
い
・

二
、
残
野
菜
は
で
き
る
だ
け
水

分
を
切
っ
て
下
さ
い
、
空
缶

ガ
ラ
ス
等
の
不
燃
物
は
別
容

器
に
入
れ
て
下
さ
い
・

三
、
道
路
わ
き
、
集
収
し
易
い

位
置
に
設
け
ら
れ
て
い
る
・
コ

ミ
箱
は
そ
の
ま
Ｌ
で
結
構
で

◎ゴ 処理手数料 は
、
、
へ
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す
が
逐
次
ポ
リ
バ
ヶ
ッ
等
に

切
替
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
結

構
で
す
。

四
、
未
加
入
者
の
家
庭
は
つ
と

め
て
ご
加
入
下
さ
い
。

衞
生
組
合
で
は
・
コ
ミ
の
集
収

処
理
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
希

望
を
満
た
す
た
め
に
最
善
の
努

力
を
つ
づ
け
て
お
り
ま
す
の
で

承
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
と
く
に

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

「
明
る
い
清
潔
な

環
境
づ
く
り
」

に
ご
協
力
下
さ
い
。
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本
町
金
曜
旦
戸
沢
班

大
和
町
士
曜
日
〃

安
良
川
火
曜
日
〃

水
（
午
前
）
〃

東
本
町
水
（
午
後
〕
〃

肥
前
町
木
（
午
前
〕
〃

硫
郡
癌
木
（
午
後
）
″″

駒
木
原
木
（
午
後
〕
〃

有
明
町
火
金
曜
旦
佐
藤
班

高
浜
町
月
木
曜
日
〃

十
王
町
水
士
曜
日

地
域
名
一
巡
回
曜
日
一
業
者
名
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昭
和
四
十
一
年
度
納
税
貯
蓄

組
合
長
大
会
か
四
月
十
七
日
市

公
会
堂
に
お
い
て
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

市
長
挨
拶
の
後
日
頃
ご
協
力

と
お
骨
折
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
組
合
長
さ
ん
の
労
を
ね
ぎ

ら
い
税
務
課
員
と
組
合
に
つ
い

て
の
懇
談
会
を
か
わ
す
な
ど
な

ご
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
し
納

税
組
合
の
発
展
を
祝
し
ま
し
た

こ
の
晴
れ
の
大
会
に
お
い
て
次

の
か
た
が
た
に
表
彰
状
が
送
ら

れ
交
し
た
。

優
良
納
税
組
合

若
竹
納
税
貯
蓄
組
合

東
本
町
一
の
五
〃

島
名
五
の
一
〃

千
鳥
〃

高
萩
市
医
師
〃

大
能
台
〃

納
税
功
労
者
（
納
税
組
合
名
）

石
定
雄
（
北
町
三
西
）

豊
川
元
次
（
北
町
七
）

川
内
庄
五
郎
（
栄
町
）

伊
藤
克
巳
（
小
桜
町
）

川
松
淡
彦
（
浜
の
町
二
）

原
啓
司
（
有
明
町
）

鈴
木
誠
一
（
安
良
川
五
）

高
橘
敏
岬
（
有
明
町
二
）

根
本
潔
（
本
町
四
）

大
藤
庄
司
（
北
町
一
○
）

風
祭
大
正
（
さ
ざ
な
象
）

村
上
七
之
助
（
肥
前
町
二
）

神
永
留
吉
（
有
明
町
三

の
一
）

日
ご
ろ
の
労
苦
を
た
た
え
て

昭
和
岨
年
度
納
税
表
彰
式

＝新庁舎が完成＝ 金し存ではだる
がよじ，滞間けこ

工斗I"400ﾉ円をかけて完成を急いで托りました新 積う ま納違がと
りとすさい後は庁舎か:このほど完成、本庁舎で事務をしていた福祉事
積思がれで泗あ

務所が近く移転することになりました。 っつそるすし り

佐
藤
佐
川
鈴
木

滞
納
税
金
は

計
画
納
税
で
解
決

幸 徹
内輝夫
へハハ

宿田定

の

上草田
一曹一

沼
田
克
道
（
宿
下
）

鈴
木
清
登
（
持
山
小
山
）

以
上

現
在
の
納
税
組
合
数
は
一
七
七

組
合
で
す
、
納
税
組
合
を
つ
く

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
常
会
が

あ
り
ま
し
た
ら
何
時
で
も
税
務

課
に
ご
連
絡
下
さ
い
。’
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四
月
三
日
付
け
で
市
転
員
の

異
動
を
発
令
し
、
全
部
三
十
二

人
が
つ
ぎ
の
と
お
り
配
置
か
え

と
な
り
ま
し
た
。

○
税
務
糾
長
佐
川
賊
太
郎
（
福

祉
事
務
所
長
）
○
市
民
課
長
木

原
市
平
（
産
業
課
長
）
○
産
業

課
長
佐
川
忠
義
（
巾
民
課
長
）

○
福
祉
事
税
所
長
佐
藤
健
雌
（

税
務
課
長
）
○
企
画
開
発
係
長

大
都
直
教
（
衞
生
係
長
）
○
術

て
結
局
は
仕
未
に
困
る
よ
う
な

結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
今
の
内
に
な
ん
と
か
仕
末

を
つ
け
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
」
い
よ
い
よ
最
後
の
ど
た
ん

ぱ
に
な
っ
て
滞
納
処
分
を
う
け

て
あ
わ
て
て
も
間
に
あ
い
ま
せ

ん
。
今
か
ら
計
画
を
た
て
て
本

年
内
に
完
納
す
る
よ
う
心
掛
け

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、

「
納
税
計
画
を
作
っ
て
下
さ

い
」い
ず
れ
納
め
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
税
金
で
す
、
一

日
も
早
く
完
納
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
下
さ
い
。

市
役
所
徴
収
係
で
は
皆
さ
ん
が

計
画
的
に
納
税
し
て
い
た
だ
く

よ
う
納
税
計
画
書
の
作
成
を
希

望
し
て
い
ま
す
が
計
凹
書
の
詳

細
に
つ
い
て
は
税
務
課
徴
取
係

か
ら
指
導
す
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。

／
人
事
の
異
動

I
『

、

生
係
長
佐
藤
寛
（
企
画
開
発

係
長
）
○
農
林
係
長
沼
田
享

（
農
委
）
○
管
理
係
長
野
木
都

吉
（
徴
収
係
長
）
○
徴
収
係
長

沼
田
栄
（
秘
謁
諜
）
○
農
委

へ
出
向
斉
藤
恒
好
（
股
林
係
長

）
○
総
閉
課
鈴
木
竹
碓
（
税
務

）
○
秘
耆
課
大
局
重
行
（
総
務

）
○
総
務
課
斎
藤
仲
（
総
務

）
○
建
設
課
坂
本
次
男
（
税
務

）
○
棉
祉
事
務
所
市
村
成
男
（

税
務
）
○
税
務
課
小
沢
正
敬
（

建
設
）
○
市
民
課
豊
田
信
二
（

編
祉
）
○
税
務
課
沼
田
有
巧
（

市
民
）
○
市
民
課
松
下
淵
子
（

国
で
は
、
皆
さ
ん
の
声
を
聞

い
て
、
ほ
ん
と
う
に
国
民
の
た

め
に
な
る
仕
事
を
し
て
ゆ
こ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
皆

さ
ん
の
中
に
は
、
役
所
の
や
り

方
に
よ
っ
て
不
利
益
を
受
け
た

り
、
不
便
を
感
じ
た
り
す
る
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
つ

ま
た
、
そ
の
こ
と
を
ど
こ
へ

訴
え
て
よ
い
か
迷
っ
て
い
る
方

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
う
い
う
時
の
相
談
相
手
と

な
る
の
か
「
行
政
相
談
委
員
」

で
す
、
お
申
出
を
受
け
た
委
員

は
、
茨
城
行
政
監
察
局
（
水
戸

巾
大
町
二
丁
目
三
番
四
二
号
）

と
一
諸
に
な
っ
て
解
決
を
図
つ

た
り
、
行
政
の
改
善
に
役
立
て

て
お
り
ま
す
。

当
巾
で
は
大
字
上
手
綱
の
神

役
所
に
対
す
る
不
満
要
望
は

行
政
相
談
委
員
〃
に

企
画
開
発
）
○
企
Ⅲ
開
発
課
拷

川
リ
キ
（
市
民
）
○
建
設
課
林

泰
治
（
産
莱
）
課
神
代
尭
男
○

業
産
（
建
投
）
○
税
務
課
今
川

誠
（
総
務
）
脈
業
課
侮
原
友
寿

（
税
務
）
○
税
務
課
松
本
三
郎

（
福
祉
）
○
建
設
課
松
井
静
枝

（
市
民
）
○
総
務
課
井
坂
幸
夫

（
市
民
）
○
市
民
課
柴
旧
和
代

（
迎
設
）
○
禍
祉
事
務
所
藤
川

恭
治
（
教
委
）
○
教
委
へ
出
向

鈴
水
戊
へ
税
務
）
○
衞
生
組
合

へ
中
瓶
子
二
一
（
市
民
）
○
術

生
糺
合
へ
中
山
留
吉
（
市
民
）

た
ば
こ
は
市
内
で

買
い
ま
し
よ
う
／

四
十
年
度
中
に
「
タ
バ
コ
消

費
税
」
と
し
て
巾
に
納
め
ら
れ

た
額
は
、
な
ん
と
二
千
二
百
万

円
、
市
税
の
中
で
、
市
民
税
、

固
定
資
産
税
に
つ
ぐ
大
き
た
収

入
洲
で
す
。

そ
こ
で
〃
た
ば
こ
は
ぜ
ひ
市

内
で
買
い
ま
せ
う
〃

代
処
五
郎
さ
ん
が
行
政
管
理
庁

長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
相
談
委

員
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
ど

な
た
も
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。
そ
う
し
て
皆
さ
ん
の
日
常

生
活
を
明
る
く
楽
し
い
も
の
に

し
ま
し
ょ
う
な
お
、
こ
の
相
談

は
秘
密
を
守
り
、
し
か
も
一
切

無
料
で
す
。
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つ
く
り
ま
し
た
。

本
年
に
入
っ
て
も
、
こ
の
増

加
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
激
化
の

状
態
を
あ
ら
わ
し
イ
．
き
て
お
り

ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で

春
の
交
通
安
全
運
動
が
五
月
二

二
日
か
ら
三
一
ま
で
の
一
○
日

間
、
全
国
一
せ
い
に
行
わ
れ
ま

す
。
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の

実
践
を

鬼亭霊
g－T手w－T

篝
4諜蕊
】･雪 .司丁

自
動
車
の

保
有
台
数
な

ら
び
に
運
転

免
許
者
数
の

増
加
は
め
ざ

ま
し
く
、
こ

れ
に
と
と
も

な
い
交
通
事

故
は
増
加
の

一
途
を
た
ど

り
、
昨
年
一

年
間
の
本
県

の
交
通
事
故

は
一
一
、
一

四
八
件
発
生

し
、
こ
れ
に

よ
る
儀
性
者

は
、
死
者
三

五
○
人
、
負

傷
者
九
、
三

○
九
人
に
の

ぼ
る
史
上
撮

商
と
い
う
悲

し
い
記
録
を

春
の
交
邇
安
全
運
動

’
五
月
二
十
二
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
ｌ

こ
の
運
動
は
、
正
し
い
交
通
は
幟
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
と

の
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
て
人
間
き
は
、
描
断
歩
道
の
手
前
で
必

の
生
命
童
父
通
事
故
か
ら
守
る
ず
一
時
停
止
を
し
て
歩
行
者
の

た
め
、
歩
く
人
、
車
を
運
忠
す
横
断
牙
妨
げ
な
い
よ
う
に
し
て

る
人
、
運
転
者
の
届
主
、
そ
の

く
だ
さ
い
・

他
道
路
父
通
に
関
係
あ
る
す
べ
○
交
通
暴
力
を
追
放
し
よ
う

て
の
人
に
交
通
安
全
の
思
想
を

最
近
と
く
に
目
立
っ
て
き
た

十
分
に
知
つ
・
定
い
た
だ
き
、
正
よ
へ
ぱ
ら
い
運
転
、
無
免
許
運

し
い
褒
通
の
ル
ー
ル
の
実
賎
を
極
・
タ
／
プ
カ
ー
の
雅
走
、
二
輪

習
俄
づ
け
あ
と
と
も
に
、
交
通
車
の
無
謀
運
転
等
は
、
交
通
暴

環
境
の
轆
備
改
善
等
を
促
進
す
力
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
、
こ
の

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
展
開
ざ
よ
う
な
暴
走
車
を
発
見
し
た
と

れ
ま
す
。
き
は
、
も
よ
り
の
警
察
署
等
に

安
全
運
動
の
実
施
目
標

知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
歩
行
者
の
安
全
な
横
断

◎
一
一
輸
車
の
宏
令
運
転
と
び
出
す
な

◎
交
通
暴
力
の
瑁
放

車
は
急
に

こ
の
三
つ
の
目
標
に
重
点
を

お
き
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を

止
ま
れ
な
い

実
践
し
て
い
た
だ
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。

期
間
中
に
習
慣
づ
け
た
い

こ
と
は

○
正
し
い
横
断
を
励
行
し
よ
う
《

ア
、
横
断
歩
道
が
近
く
に
あ
る
一

場
合
は
、
少
し
ま
わ
り
道
に
一

な
っ
て
も
描
断
歩
道
を
利
用
》

ィ
、
車
の
直
前
、
直
後
の
横
断
一

は
特
に
注
意
を

ウ
、
横
断
す
る
と
き
は
直
角
に
一

エ
、
左
右
の
安
全
を
確
か
め
、
一

手
を
あ
げ
て
枇
断
を

○
横
断
歩
道
の
手
前
で
一
時

者
が
横
断
歩
道
を
横
断
し
ま
た
一

停
止
を
励
行
し
よ
う

車
を
運
転
す
る
人
は
、
歩
行

火
災
の
と
き
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
あ
わ
て
な
い
こ
と
、

そ
し
て
一
番
危
険
な
こ
と
は
、
一
人
で
も
み
消
そ
５
と
す
る
こ

と
で
す
。
五
月
五
日
常
陸
太
川
の
大
火
、
五
月
七
Ｈ
提
艮
川
の

火
事
も
こ
の
例
で
す
。

火
災
の
と
き
は
、
大
き
な
声
で
隣
近
所
の
協
力
券
求
め
、
消

火
に
あ
た
る
も
の
と
、
消
防
へ
知
ら
せ
る
も
Ｄ
と
に
わ
か
れ
て

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
消
防
へ
電
話
で
火
事
を
知
ら
せ

る
と
き
は
、
一
一
九
番
で
、
ま
ず
お
ち
つ
い
て
、
火
事
の
場
所

目
標
、
状
況
を
知
ら
せ
て
下
さ
い
。

た
と
え
ば

「
火
事
で
す
、
○
○
町
○
丁
目
○
○
番
地
、
○
○
小
学
校
東
側

の
住
宅
で
す
。
台
所
が
燃
え
て
い
ま
す
、
油
火
災
で
す
。
」

早
い
通
報
ゞ
す
ぐ
な
い
損
害

火
災
の
と
き
は
ま
ず
通
報

で

斎鈴佐鈴す
藤水川木 。 名の新農業委員決il 6 る

為
知輝

末
吉
勇
夫

農
業
委
員
の
任

期
満
了
に
よ
る
新

農
業
委
員
の
選
挙

が
四
月
二
十
八
日

行
わ
れ
ま
し
た
。

選
挙
に
よ
る
農
業

委
員
の
定
数
は
十

六
名
で
す
《
か
、
十

九
名
の
立
候
補
者

を
数
え
、
市
制
以

来
矛
二
阿
目
の
選

挙
が
行
わ
れ
有
権

者
の
関
心
も
一
段

と
高
ま
り
九
○
、

一
四
％
と
い
う
投

票
率
を
示
し
ま
し

た
。
当
選
し
た
農
業

委
員
は
次
の
方
灸

大
能

上
君
川

ｋ
手
綱

下
手
綱

茨
城
県
に
お
い
て
、
昭
和
四

十
年
度
よ
り
県
下
の
全
市
町
村

に
青
少
年
相
談
員
を
設
置
’
て

青
少
年
の
健
全
育
成
を
は
か
っ

て
き
ま
し
た
が
当
市
で
も
二
十

名
の
相
談
員
か
委
堀
さ
れ
活
齪

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

四
月
一
ｕ
よ
り
二
年
間
新
し

い
相
談
員
の
方
が
委
堀
さ
れ
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

相
談
員
と
こ
ろ

柴
川
判
出
本
町
一
の
五

北
村
”
太
郎
春
日
町
一
の
三

福
剛
域
高
萩
》
九
二
八

字
佐
芙
忠
安
良
川
六
六
四

両
Ⅲ
亜
川
秋
川
一
八
五
四

根
本
昇
烏
名
二
二
九
二

大
高
通
幹
烏
名
一
五
一
四

平
山
俊
郎
胎
名
三
○
一
○

鈴
木
朝
夫
東
本
町
二
の
空

須
田
勝
好
高
浜
町
二
の
天

仲
川
卓
高
浜
Ⅲ
一
一
の
一
児

征
矢
勉
本
町
三
の
三
○

松
本
ち
よ
卜
手
綱
六
六
一

神
代
平
上
手
綱
一
言
四
三
一

篠
原
新
一
郎
下
手
綱
七
○
四

小
野
正
道
赤
浜
一
九
八
一

松
本
基
下
君
田
一
、
△
天

沼
田
富
美
穂
上
君
田
二
四
八

松
本
基

今
川
香

石
井
源
助

大
部
情

宇
佐
美
清
凱

落
合
鉄
次

子
供
の
こ
と
な
ら

青
少
年
相
談
貝
に

下
君
田

高
戸
石
滝

中
戸
川

安
良
川

島
名

新
し
い
保
険
証
を

と
り
に
き
て
下
さ

、
１
■
ｇ
１
ｑ

ｊ
Ｉ
山
ｖ
９
，
１
●

阿
民
僻
服
保
雌
の
保
険
証
が
更

新
さ
れ
ま
し
た
。

囿
民
健
康
偲
欧
の
保
険
証
は
三

月
三
十
一
Ⅱ
を
も
っ
て
有
効
期

限
が
切
次
四
月
一
Ｈ
よ
り
今
迄

の
保
険
証
は
無
効
と
な
り
使
用

州
来
ま
せ
ん
。

未
だ
新
し
い
ゞ
保
随
証
と
取
替
て

い
な
い
被
保
脳
者
の
方
が
若
干

北
り
ま
す
の
乖
該
当
者
は
古
い

保
瞼
証
と
印
鑑
を
持
参
の
上
市

役
所
保
険
愉
生
課
国
保
係
ま
で

お
出
下
さ
い
。

尚
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

の
中
で
異
動
の
あ
る
方
は
お
申

出
下
さ
い
、
叉
社
会
保
険
に
加

入
さ
れ
た
方
は
そ
の
保
険
証
を

お
持
ち
下
さ
い
。

鈴
木
義
一
枇
川
九
四

菊
地
茂
明
中
戸
川
六
○
三

．
相
談
員
の
仕
事
は

子
供
の
問
題
の
全
般
に
つ
い
て

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
、
特
に
性

格
上
の
こ
と
、
経
済
上
、
教
育

上
の
諸
問
題
に
応
じ
生
す
。

下
山
田
長
一

大
部
昭
雄

白
土
暇
次
郎

飯
泉
道
太
郎

漉
辺
義
夫

弓
岬
仁

秋上赤’二秋秋
手 手
山綱浜綱山山
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本
年
も
五
月
一
日
か
ら
五
月

三
十
一
日
ま
で
赤
十
字
社
員
増

強
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

本
年
は
、
赤
十
字
社
創
立
九
十

周
年
に
あ
た
り
社
業
の
発
展
を

期
し
て
、
世
耕
に
一
人
は
日
赤

社
員
と
な
ら
れ
る
よ
う
皆
様
方

の
力
強
い
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

赤
十
字
に
は
、
男
も
女
も
、
老

人
も
若
い
人
も
、
だ
れ
で
も
参

加
し
て
、
協
力
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
れ
は
、
心
あ
る
人

た
ち
に
、
す
す
ん
で
赤
十
字
社

員
に
な
っ
て
貰
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。日
本
赤
十
字
社
は
、
一
定
の

社
費
を
納
め
る
社
員
に
よ
っ
て

組
織
さ
れ
た
特
殊
な
法
人
で
、

い
っ
さ
い
の
社
業
は
、
そ
の
社

赤十字運動強調月間
咳ノ ■『官一夕"--＝宙‐” ‐画P ･〃･面マ．”ロー"~鼻勿言"~"存〃‐ご…

－募金運動にご協力を－

昭
和
四
十
二
年
度
の
目
標
額

員
組
織
に
よ
っ
て
碓
進
さ
れ
て

お
り
、
個
人
は
も
ち
ろ
ん
、
団

体
、
会
社
な
ど
も
法
人
と
し
て

社
員
に
な
れ
る
し
く
ゑ
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

社
員
は
、
年
額
一
○
○
円
以

上
の
社
費
を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
か
、
多
額
の
社
費
を

納
め
た
り
、
特
に
功
労
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
特
別
社
員
の
称

号
や
有
功
章
が
お
く
ら
れ
ま
す

赤
十
字
社
員
に
な
る
こ
と
は

そ
の
ま
ま
社
員
の
総
力
に
よ
っ

て
人
類
の
平
和
と
福
祉
の
た
め

に
奉
仕
す
る
こ
で
あ
っ
て
、
特

別
な
恩
恵
と
か
利
益
な
ど
を
与

え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
平
和
の
も
た
ら
す
自
分
た

ち
の
心
の
や
す
ら
ぎ
幸
せ
と
が

四
十
七
万
八
千
円

Ｆ

Ｅ

卦

一

ヨー

ゞ

癖
一
癖

》
》
一
》

織

そ
れ
で
あ
り
ま
す
。

歯罰
昨
年
度
四
十
四
万
五
千
円

目
標
達
成
率
一
三
九
％

う
ち
の
子

Ｌ
己
軋

た
け
は
…
…
力

醐
に
珈
の
も
と

じ
Ｇ
ｆ
Ｌ
Ｉ
●
１
Ｊ

蕊鳶職聯2
鰯瀞蕊
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宅迂

唖
五
月
五
日
は
「
こ
ど
も
の
日
」
、
全
国
的
に
子
ど
も
を
中
心
唖

皿
に
し
た
、
い
ろ
い
ろ
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
皿

望
月
少
年
の
非
行
化
、
不
良
化
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
》

￥
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
わ
た
く
し
達
は
、
何
か
考
え
”

“
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

青
少
年
の
非
行
化
こ
れ
は
戦
前
に
は
見
る
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
現
像
で
、
最

傾
匪
浄
秤
醒
靴
確
蓉
浄
噸
舘
錘
近
の
青
少
年
問
題
を
考
え
る
上

問
題
と
さ
え
な
っ
て
い
ま
す
。
で
の
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

こ
の
た
め
に
国
を
は
じ
め
、
い
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
親
と
し

ろ
い
ろ
な
関
係
機
関
や
団
体
な

ど
で
、
そ
の
対
策
が
考
え
ら
れ
舞
一
え
澤
誰
冠
唖
準
叫
娃
吐
痙
い

い
ま
す
。

時
期
に
、
直
面
し
て
い
る
の
で

こ
う
し
た
青
少
年
の
実
態
を
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

み
ま
す
と
両
親
が
健
在
で
、
し

こ
の
原
因
を
考
え
る

か
も
中
流
以
上
の
家
庭
の
も
の

が
、
実
に
六
○
％
以
上
を
占
め
と
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

て
い
ま
す
。
簡
単
に
い
う
と
「
正
し
い
家
庭

こ
の
原
因
を
考
え
る

と
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

簡
単
に
い
う
と
「
正
し
い
家
庭

子

| | ：
毒に
の明
ある

たぃ

家明
い日

愛を

情
で

と

教
育
が
行
わ
れ
て
い
な
い
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

戦
後
、
わ
た
く
し
達
は
民
主

主
義
、
自
由
主
義
と
い
う
こ
と

を
学
び
ま
し
た
が
、
そ
の
学
び

方
を
あ
ま
り
簡
単
に
考
え
、
子

ど
も
の
〃
し
つ
け
〃
と
い
う
こ

と
に
、
必
要
以
上
に
遠
慮
し
、

親
と
し
て
の
責
任
を
お
ろ
そ
か

に
し
て
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
こ
と
に
父
親
が
、
子
ど
も
の

教
育
に
つ
い
て
、
自
信
を
失
い

権
利
と
義
務
を
放
棄
し
て
は
い

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
家
庭

の
な
か
で
、
父
親
が
権
威
あ
る

存
在
で
あ
る
な
ら
ば
、
問
題
に

な
る
よ
う
な
子
ど
も
は
出
な
い

は
ず
で
す
。

鉄
は
熱
い
う
ち
に
う
て

人
格
と
い
う
も
の
は
、
主
と

し
て
六
歳
ご
ろ
ま
で
に
形
成
さ

れ
た
も
の
が
、
そ
の
人
の
一
生

を
左
右
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

小
学
校
へ
入
る
ま
で
の
、
い

わ
ゆ
る
幼
児
教
育
は
、
家
庭
で

行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
青
少
年
の
非
行
化

不
良
化
の
原
因
は
、
ほ
と
ん
ど

家
庭
に
あ
る
と
も
い
え
ま
す
〃

と
か
く
、
教
育
の
こ
と
は
学

校
へ
件
せ
て
あ
る
と
か
、
社
会

が
悪
い
と
か
い
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
親
と
し
て
無
責
任
で
、
恥

ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
国
や
県
、
市
な
ど

で
も
、
そ
の
対
策
に
は
真
剣
に

と
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
わ
た

く
し
達
親
は
、
家
庭
で
の
教
育

を
充
実
し
子
ど
も
達
に
〃
明
る

い
明
日
〃
を
つ
く
っ
て
や
る
こ

と
に
努
力
し
た
い
も
の
で
す
。

住
民
登
録
の
届
出

は
叫
日
以
内
に

他
か
ら
転
入
さ
れ
た
か
た
や

市
内
転
居
、
世
帯
主
の
変
更
な

ど
さ
れ
た
か
た
は
、
お
忘
れ
な

く
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
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